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２
３
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修

室
で
４
年
度
の
臨
時
総
会
を
開
催

し
、
県
南
地
域
に
お
い
て
第
２
の
加

工
場
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

新
た
な
「水
産
物
加
工
処
理
施

設
」に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
３
０
日

開
催
の
４
年
度
通
常
総
会
に
お
い

て
、
建
設
に
向
け
た
実
施
設
計
が
承

認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
年
度

は
調
査
、
設
計
、
積
算
等
の
作
業
を

進
め
実
施
設
計
書
を
作
成
。
行
政

庁
へ
の
計
画
説
明
と
予
算
要
望
を

行
っ
た
結
果
、
５
年
度
に
お
け
る
本

工
事
の
実
施
が
確
実
と
な
っ
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
５
年
度
通
常
総

会
に
上
程
す
る
事
業
計
画
議
案
の

承
認
を
も
っ
て
事
業
に
着
手
す
べ
き

だ
が
、
完
成
ま
で
に
長
い
工
期
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
６
月
末
と
想
定
さ

れ
る
通
常
総
会
の
前
に
事
業
に
着
手

す
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
今

般
の
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
組
合
員

の
承
認
を
求
め
た
も
の
。

２
３
日
現
在
の
正
組
合
員
数
２
６

５
６
名
中
出
席
２
１
２
７
名
（内
、
書

面
議
決
に
よ
る
出
席
２
１
１
４
名
）に

よ
り
臨
時
総
会
は
成
立
。
中
根
組
合

長
の
挨
拶
、
来
賓
紹
介
の
の
ち
、
蒲

江
支
店
所
属
の
茅
野
眞
二
氏
を
議

長
に
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

事
務
局
か
ら
実
施
設
計
に
基
づ
く

事
業
の
詳
細
を
説
明
し
、
質
疑
を

行
っ
た
。
出
席
し
た
組
合
員
か
ら
は

「産
地
加
工
に
よ
り
収
益
を
上
げ
る

こ
と
が
漁
業
者
に
と
っ
て
も
漁
協
に

と
っ
て
も
大
切
」、
「現
行
の
施
設
で

は
捌
き
き
れ
な
い
需
要
が
あ
り
人
手

も
足
り
ず
、
第
２
工
場
の
整
備
は
必

要
」と
言
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

挙
手
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
議
決

権
総
数
２
１
０
３
、
賛
成
１
９
４
６

（９
２
・５
％
）で
承
認
可
決
し
た
。

県
漁
協
が
初
出
展
・
養
ブ
リ
Ｐ
Ｒ

　１２～１４日の３日間、米国ボストン

で Seafoodo Expo North America

2023 が開催された。当漁協も、

ジェトロが主催する「ジャパンパビリ

オン」」に出展。海外で初の試みと

なる「養ブリ」のプロモーションを

行った。

　（６・７面に関連記事）

ボ
ス
ト
ン
・
シ
ー
フ
ー
ド
・
シ
ョ
ー

 負担区分

 大分県漁業協同組合

 佐伯市蒲江大字畑野浦 1-7

 総面積 2,301.67㎡ (一部３階建)

な
お
、
臨
時
総
会
の
前
に
寄
せ
ら

れ
た
組
合
員
の
声
「収
支
計
画
を
確

実
に
実
行
し
、
組
合
員
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
運
営
に
務
め
る
べ
き
」に
対

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

２　面

県漁業学校
修了証授与

６～７面

令和４年度 臨時総会 開催

県南第２加工場設置を承認

激励に来られた鈴木光太郎ボストン総領事
(左から５人目)を囲む本県の参加メンバー

し
、
「厳
格
に
対
応
す
る
」旨
回
答
し

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

議
案
説
明
書
に
記
載
し
た
事
業
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。事

業
概
要

 事業実施主体

 設置場所

 設置規模

 主な
 　整備内容

 目標処理能力

 事業費

人事異動

理事会開催

県、漁業士
３名を認定

３　面

資源管理で
協定、休漁

４　面

水研だより

５　面

岬ガザミの
収穫を体験

ボストンで
求評・商談

８　面

完
成
予
想
鳥
瞰
図

 建屋、加工設備、包装機、ラベル機、冷蔵庫・冷凍庫、急速冷凍機、製氷機、
 浄化槽、フォークリフト他

 ブリ類中心に50万尾／年

 約２１億９千万円 (税別)

 国 3/6 、県・市・漁協各 1/6
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県、漁業士３名を認定

認定証を受ける宮本指導漁業士

主
事
主
事

【中
根
組
合
長
の
激
励
の
言
葉
】

私
が
二
十
歳
で
漁
業
を
始
め
た
時
よ

り
も
、
今
は
漁
業
が
厳
し
い
状
況
だ
と

（左から）　豊島さん、江本さん、中根組合長、藤川さん、冨髙さん

県・県漁協と連携し施策の推進を

　県は２４日、県庁舎本館において漁業士認定証授与式

を開催した。本年度は、県漁協所属の上田拓郎さん（姫

島支店・刺網、潜水）、楢崎裕也さん（下入津支店・魚類

養殖）の２名が青年漁業士に、また、宮本新一さん（佐伯

支店・貝類養殖、潜水）が指導漁業士に認定された。

　県農林水産部の高野英利審議監は「後継者の指導や

漁村活性化のために活躍されることを期待するとともに、

中核的漁業者として自覚を持ち、施策の提言や県・県漁

協等と連携して施策の推進にご協力いただきたい」と激

励した。認定者を代表し楢崎青年漁業士が「漁業学校を

始めとする機会を与えていただき心から感謝申し上げま

す。これからも先輩方のご指導を仰ぎ、お互いに連携をと

りながら一致団結し、地域水産業の発展のため、精一杯

努力することを誓います」と決意を表明した。

　漁業士の認定は、後継者の資質向上と自立意欲向上

を目的に、国の事業として昭和６１年度から実施されてい

る。県はこれまでに地域漁業の核となる青年漁業士１８１

名、青年漁業士等に指導助言できる指導漁業士１２２名

を認定している。

決意表明する楢崎青年漁業士

主
幹

（
総
括

）

安
樂
康
宏

主

査

松
田
康
平

安
部
洋
平

県

人

事

異

動

内

示

全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
推
進
室
長
に

高
田
淳
史
氏

県
は
１
７
日
、
４
月
１
日
付
の
人
事

異
動
を
内
示
し
た
。
今
回
の
異
動

は
、
４
月
９
日
に
知
事
選
を
控
え
て

い
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
１
５
６
人

と
な
る
。
な
お
、
退
職
者
は
１
９
６

人
、
新
規
採
用
は
２
１
７
人
。

水
産
関
係
で
は
、
４
月
１
日
付
で

「全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進

室
」が
設
置
さ
れ
、
室
長
に
高
田
淳

史
氏
（漁
業
管
理
課
団
体
流
通
班
課

長
補
佐
（総
括
））が
昇
任
す
る
。
推

進
室
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
。

室

長

高
田
淳
史

主
幹

（
総
括

）

上
田
修
作

総
務
企
画
班

事
業
推
進
班 高
倉
樺
梨

倉
永
大
暉

合
田
凛
太
朗

三
代
和
樹

主
任
主
任

副
主
幹

後
藤
直
登

甲
斐
桑
梓

矢
野
祐
志

主
事

主

査

す
る
研
修
を
実
施
す
る
も
の
。
１
年

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
漁
業
基
礎

知
識
研
修
（漁
業
座
学
・陸
上
実
習
）

が
１
４
０
時
間
、
漁
労
実
習
は
１
０
６

０
時
間
に
及
ぶ
。

式
で
中
根
組
合
長
は
先
輩
漁
業
者

と
し
て
、
皆
さ
ん
が
漁
協
を
引
っ
張
っ

て
い
く
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

と
激
励
し
た
。

漁
業
学
校
を
修
了
し
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
は
、
大
分
県
青
年
就

業
準
備
給
付
金
の
支
給
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
４
人
に
は
浜
の
新
戦
力
と
し

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

技
師
主
任

本
年
度
の
大
分
県
漁
業
学
校
は
全

て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
１
６

日
に
県
水
産
会
館
で
修
了
式
を
執

り
行
っ
た
。
国
見
支
店
の
江
本
翔
哉

さ
ん
（小
型
定
置
・潜
水
）、
武
蔵
支

店
の
藤
川
喬
平
さ
ん
（ロ
ー
ラ
ー
ご
ち

網
）、
別
府
支
店
の
豊
島
勉
さ
ん
（刺

し
網
・採
介
藻
）、
上
入
津
支
店
の
冨

髙
皓
聖
さ
ん
（ハ
マ
チ
類
養
殖
）の
４

名
に
中
根
組
合
長
か
ら
修
了
証
書

を
授
与
し
た
。

漁
業
学
校
は
、
県
漁
協
と
大
分
県

が
連
携
し
て
、
本
県
漁
業
へ
の
就
業

を
希
望
す
る
者
に
対
し
、
漁
業
に
関

す
る
知
識
や
技
術
の
習
得
等
に
関

思
う
。
設
備
等
は
か
な
り
進
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
に
自
分
の
想
い
を
常

に
持
っ
て
や
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

父
親
や
他
の
人
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

言
わ
れ
て
う
る
さ
く
感
じ
る
時
も
あ
る

と
思
う
が
、
聞
い
た
方
が
良
い
。
ノ
ー
ト

に
控
え
た
り
し
て
常
に
頭
に
入
れ
て
仕

事
を
す
る
の
が
、
漁
業
が
栄
え
る
一
番
の

方
法
で
は
な
い
か
と
思
う
。

努
力
を
す
る
こ
と
で
夢
は
叶
う
と
思

う
。
私
は
夢
を
見
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
力
で
努
力
し
て
漁
業
者
の
中
で
ト
ッ
プ

に
な
る
と
い
う
想
い
で
や
っ
て
き
た
。
皆

さ
ん
は
若
い
の
で
、
そ
う
い
う
想
い
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
漁
業
で
漁
協
を
引
っ

張
っ
て
行
く
と
い
う
つ
も
り
で
頑
張
っ
て

欲
し
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
分
県
漁
業
学
校

修
了
証
授
与

（
左
か
ら

）

渡
邉
課
長
補
佐

、
楢
崎

青
年
漁
業
士

、
高
野
審
議
監

、
宮
本
指

導
漁
業
士

、
大
屋
課
長

北
﨑
寛
崇
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まあじ・まさばの資源管理

１ 令和５年５～６月
　① タチウオを目的とする全ての漁業
　　・関崎と佐田岬を結んだ線より北側
　　　　　毎週土曜日を休漁とする→8日間
　　・関崎と佐田岬を結んだ線より南側
　　　　　毎週土曜日と5月2日（火）、5月3日（水）を休漁とする→10日間
　② タチウオを目的とする小型機船底びき網及びはえなわ漁業
　　　　　5月11日（木）から5月16日（火）を休漁とする
２ 上記１以外の期間（令和５年４月、令和５年７月～令和６年３月）
　① タチウオを目的とする釣り漁業
　　・７、８月の毎週土曜日、それ以外の期間は毎月第２土曜日を休漁と
する（※休漁時間は土曜日の0時から24時とする。）
　② タチウオを目的とする小型機船底びき網及びはえなわ漁業
　　・毎週土曜日を休漁とする

（3）

本年も協定締結へ

１
１
日
の
第
２
土
曜
日
、
県
水
産
会
館
に
お

い
て
令
和
４
年
度
大
分
県
タ
チ
ウ
オ
漁
業
者

検
討
会
を
開
催
し
た
。

県
水
産
振
興
課
か
ら
協
議
経
過
等
に
つ
い

て
、
水
産
研
究
部
か
ら
資
源
調
査
結
果
等
に

つ
い
て
報
告
し
、
本
年
度
の
資
源
管
理
措
置
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
漁
業
者
か
ら
は
現
場
の
切

実
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
今
後
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
会
合
等
に
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
各
地
区
ご
と
に
責
任
あ
る
提
案

と
し
て
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

大
分
県
漁
協
と
し
て
決
定
し
た
「令
和
５
年

度
タ
チ
ウ
オ
資
源
回
復
に
伴
う
自
主
休
漁
」

は
左
の
と
お
り
。

③
マ
ア
ジ
資
源
解
析
の
試
み

２
０
２
２
年
は
マ
ア
ジ
の
資
源
量
が

過
去
最
低
水
準

２
歳
魚(

２
５
０
ｇ
前
後)

の
漁
獲
圧

が
特
に
高
か
っ
た
。

④
今
後
の
調
査
に
つ
い
て

継
続
：
卵
稚
仔
の
発
生
状
況
、
マ

ア
ジ
の
産
卵
期
調
査
、
マ
ア
ジ
の
資

源
解
析

新
規
１
：
サ
バ
類
の
資
源
生
態
調

査(

産
卵
期
、
成
長)

・太
平
洋
系
群
由
来
の
成
長
が
遅
い

サ
バ
が
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

確
認

・産
卵
期
の
確
認(

豊
予
海
峡
の
知
見

が
乏
し
い)

新
規
２
：
マ
ア
ジ
の
経
験
水
温
・深

度
の
観
測

・マ
ア
ジ
が
好
む
水
温
・水
深
の
把
握

・マ
ア
ジ
の
回
遊
ル
ー
ト
の
推
定

冒
頭
、
県
漁
業
管
理
課
の
倉
橋
賢

二
郎
参
事
が
、
豊
後
水
道
北
部
海

域
に
お
け
る
円
満
な
操
業
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ
、
マ

ア
ジ
、
マ
サ
バ
の
不
漁
と
原
油
高
騰

な
ど
が
相
ま
っ
て
厳
し
い
状
況
に
対

し
水
産
業
界
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
難
局
に
対
応
す
べ
き
と
挨
拶
。

次
い
で
県
水
産
研
究
部
の
和
田
宗

一
郎
研
究
員
に
調
査
中
間
報
告
を

い
た
だ
き
、
関
係
漁
業
者
等
と
の
質

疑
応
答
を
行
っ
た
結
果
、
例
年
ど
お

り
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
合
意
し
た
。

２
７
日
ま
で
に
双
方
の
休
漁
日
が

提
出
さ
れ
、
月
末
に
は
協
定
が
結
ば

れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
休
漁
日
は
、

一
本
釣
が
５
月
２
日
、
３
０
日
、
６
月

２
６
日
、
ま
き
網
が
５
月
３
日
、
１
９

日
、
６
月
１
７
日
。

水
産
研
究
部
の
４
年
度
調
査
結
果

の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

①
マ
ア
ジ
・マ
サ
バ
の
漁
獲
動
向
等

マ
ア
ジ
：
太
平
洋
系
群
の
資
源
は

減
少
傾
向

マ
サ
バ
：
太
平
洋
系
群
の
資
源
は

増
加
傾
向
だ
が
、
西
日
本
で
は
漁
獲

が
少
な
い
。

近
年
、
ま
き
網
で
は
冬
季
に
マ
ア

ジ
・マ
サ
バ
が
多
く
漁
獲
さ
れ
る
傾

向
に
。
原
因
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

②
マ
ア
ジ
・マ
サ
バ
卵
の
出
現
状
況

２
０
２
２
年
は
マ
ア
ジ
、
マ
サ
バ
と
も

に
卵
稚
仔
の
出
現
量
が
少
な
い
。

２
０
２
１
年
は
マ
ア
ジ
、
サ
バ
類
と

も
に
卵
と
仔
魚
の
出
現
が
多
か
っ

た
。
特
に
サ
バ
類
は
他
海
域
か
ら
の

流
入
が
多
か
っ
た
可
能
性
。

タ
チ
ウ
オ
漁
業
者
検
討
会
を
開
催

令和５年度タチウオ資源回復に伴う自主休漁

　２０日、臼杵市において「佐賀関一本釣り

と臼津まき網漁業との調整会議」が開催さ

れ、例年どおり協定を結ぶことで合意した。

５～６月

10日間休漁

５～６月

8日間休漁
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水 研 だ よ り

（4）

　16日、神戸地方合同庁舎とWEBの併用で、第46回瀬

戸内海広域漁業調整委員会が開催された。

　太平洋クロマグロの遊漁による採捕及びサワラ瀬戸内

海系群の広域資源管理について、いずれも現行を踏襲

した委員会指示案が承認され、同日発出された。

　その他、トラフグの資源状況等について報告を受けた。

　大分海区漁調委

第46回委員会　

　瀬戸内海広域漁調委

水産研究部本館が新しく生まれ変わりました！

　令和４年７月から水産研究部本館の内部大規模改修工事が行われ、令和５年３月に完成しました。

　これまでと大きく変わった点は２階にあった６つの部屋の壁が撤去され、ワンフロアーの事務室になりました。１階で事務

を行っていた管理担当の職員は２階に移り、魚病棟、加工棟など別々の場所で業務を行っていた研究員もこの事務室

に移動し、全職員が一堂に会し、業務の効率化が図られるようになりました。

　また、施設全体の壁の色も木目調から白を基調としたものに変わり、部屋全体が明るくなりました。さらに、内装工事に

より古くて使い勝手が悪かった部屋が利用しやすいものとなり、職員にとって働きやすい職場環境となりました。

また、２階の奥にあった会議室は１階の入口付近に変わり、玄関もバリアフリー化され、視察や研修に来られる高齢者や

障がい者の方にも配慮したものとなりました。

　なお、トイレもこれまで１階が女性用、２階が男性用と分かれていましたが、１階、２階ともに男性用、女性用トイレが-増

設され、また１階には多目的トイレも設置され、職員や外来者にとって利便性が向上しました。

　令和５年度から新装となった本館で気持ちを新たにし、水産関係者のため、さらに研究に邁進してまいります。

２階　ワンフロアー １階　大会議室 　１階　玄関 　１階　トイレ

第17回委員会　

　１５日、県水産会館５階研修室において、第１７回大分海

区漁業調整委員会が開催された。

　第１号議案「別府湾南部海域における漁法の制限につ

いて」、第２号議案「別府湾南部海域におけるあみ等のま

きえを使用する船釣り等の禁止について」、第３号議案

「大分県海域におけるあみ等のまきえの使用禁止につい

て」、第４号議案「津久見市無垢島周辺における漁法の

制限について」、第５号議案「伊予灘及び豊後水道北部

におけるまこがれいの採捕の禁止について」並びに第６号

議案「豊後水道北部におけるいさきの採捕の禁止につい

て」では、いずれも引き続き委員会指示を発出することに

決した。

　第７号議案「知事管理漁業の制限措置及び申請期間

について」では、許可の有効期限満了に伴う「はえ縄漁

業」、「たこつぼ漁業」、「かご漁業」及び「潜水器漁業」に

ついて、諮問の内容で問題ない旨を知事に答申した。な

お、「たこつぼ漁業」では共第２０号の漁場区域が追加さ

れた。

　第８号議案「漁業権に係る漁場の適切かつ有効な活用

に向けた指導について」では、漁業法第９０条第２項の規

程に基づく報告と、未報告地区や未利用漁業権に対する

漁業権者（県漁協）への指導について、問題ない旨を知

事に答申した。

　第９号議案「知事管理漁獲可能量の設定について」で

は、くろまぐろ（小型魚）、くろまぐろ（大型魚）及びするめ

いかの令和５管理年度における知事管理漁獲可能量を

それぞれ、３・８トン、６・４トン及び現行水準（目安数量５０ト

ン）とする原案に異議ない旨知事あて答申することに決し

た。なお、現管理年度におけるくろまぐろの漁獲可能量

が期中で追加配分され、小型魚は４・９トン、大型魚は７・

０トンとなったことが事後報告された。

　第１０号議案「大分海区漁業調整委員会が保有する個

人情報の保護等に関する規定の廃止と制定について」で

は、個人情報保護法の改正に伴う県条例の改廃につい

て説明があり、規定の廃止と制定について了知した。
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１
０
日
、
全
漁
連
は
２
０
２
２
年
度

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
優
良
事
例
表

彰
受
賞
団
体
を
発
表
し
た
。
津
久
見

地
区
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会
は

「水
産
加
工
業
、
流
通
業
な
ど
地
域

の
周
辺
産
業
に
貢
献
し
た
」と
し
て

農
林
中
央
金
庫
理
事
長
賞
を
受
賞

し
た
。

藻
食
性
の
ブ
ダ
イ
を
漁
獲
し
、
有

効
活
用
し
て
藻
場
の
保
全
に
つ
な
げ

た
こ
と
、
利
用
の
手
段
と
し
て
県
立

海
洋
科
学
高
校
生
が
開
発
し
た
缶

詰
レ
シ
ピ
が
「Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
・Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
・

Ｃ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
２
年
連
続
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
、
ま
た
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
地

産
地
消
を
推
進
し
た
こ
と
等
が
評
価

さ
れ
た
。

春
色
の
豊
前
海
に
親
子
連
れ
の
歓
声
響
く

津
久
見
地
区
地
域
水
産
業
再
生
委

福岡市長が県漁協に感謝状

　福岡市中央卸売市場の関係者は２３日、

県漁協を来訪し「鮮魚市場へ長年にわたり

安定的に出荷し市民の食生活の向上に貢献

した」として中根組合長に福岡市長の感謝

状を贈呈した。

　３年度における同市場の産地別取扱高で

は、大分は量で４位、金額で６位。

「岬
ガ
ザ
ミ
」は
県
漁
協
が
地
域
団

体
商
標
を
出
願
し
登
録
さ
れ
た
豊

後
高
田
を
代
表
す
る
水
産
物
。
近

年
水
揚
げ
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

完
全
養
殖
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
し
た
。
市
や
県
漁
協
香
々
地

支
店
等
で
組
織
す
る
豊
後
高
田
市

水
産
振
興
養
殖
事
業
促
進
協
議
会

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資

金
を
募
り
、
昨
年
６
月
に
真
玉
水
産

の
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
場
に
放
流
し
て
飼

育
。
今
回
、
資
金
の
支
援
を
い
た
だ
い

た
方
への
返
礼
と
し
て
、
体
験
型
の
収

穫
が
実
現
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
市
内

外
か
ら
４
０
世
帯
、
７
６
人
が
参
加
。

砂
の
中
に
隠
れ
る
ガ
ザ
ミ
を
掘
り
起

こ
し
、
強
い
ハ
サ
ミ
に
気
を
付
け
な
が

ら
４
６
５
匹
を
収
穫
し
た
。
放
流
時

に
は
１
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
っ
た
稚
カ
ニ

の
中
に
は
、
９
ヵ
月
で
２
０
セ
ン
チ
に

育
っ
た
も
の
も
い
た
。
当
日
収
穫
さ

岬
ガ
ザ
ミ
の
収
穫
を
体
験

れ
た
ガ
ザ
ミ
は
実
績
を
把
握
す
る
目

的
で
協
議
会
に
渡
さ
れ
、
参
加
者
に

は
事
前
に
準
備
さ
れ
た
ガ
ザ
ミ
が
お

土
産
と
し
て
配
ら
れ
た
。
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
収
穫
体
験
は
、
養
殖
池
に
お

け
る
歩
留
を
評
価
す
る
機
会
に
も

な
っ
た
が
、
行
事
の
前
後
に
収
穫
し

た
も
の
と
池
の
残
存
匹
数
を
勘
案
す

る
と
、
放
流
し
た
４
万
匹
の
１
０
％

程
度
が
生
残
し
、
目
標
は
達
成
し
た

と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
求
め
る
身

質
と
サ
イ
ズ
に
育
て
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。
豊
前
海
の
新

た
な
産
業
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

（豊
後
高
田
市
公
式
Ｈ
Ｐ
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
）

１
９
日
、
豊
後
高
田
市
臼
野
の
養
殖
池
で
「岬
ガ
ザ
ミ
」の
収
穫
体
験

が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
ら
が
春
の
ひ
と
時
を
満
喫
し
た
。

浜
活
プ
ラ
ン
優
良
事
例
表
彰
を
受
賞



令和　５年　４月 水産おおいた 第１５２号

　対米等への輸出の端緒をつかむ目的で、世界三大水産物展示会であるボストンシーフードショーに

出展。来場した多くのバイヤーに対し、大分県産養ブリの求評、商談をおこなった。

　県漁協からは、本庄専務理事、高橋

経済事業部長、長野販売課長の３名

が、ＧＦＰグローバル産地づくり事業を

活用して渡米した。また、出展支援の

ため、県のおおいたブランド推進課で

海外流通を担う片野主幹、漁業管理

課団体流通班の高田課長補佐と菅沼

主任、ジェトロ大分からは加峯係長に

同行いただいた。

　プロモーションは１２日から１４日までの

３日間おこない、米国を中心にメキシ

コ、ブラジル等の多様な国の輸入・卸

売業者や飲食店経営者など７３者と商

談した。このうち、事前にアポをいただ

いた方など６件の個別商談にも対応し

た。この結果、本県の生産現場訪問の

約束も取れ、今後の進展が期待され

る。（このプロモーションの成果につい

ては、追って紹介して行きたい。）

（6）

パンフを渡し説明（左は現地通訳丑丸さん） ブリの刺身と照焼を試食、求評

商談相手とは記録のため撮影 関心の高いバイヤーとはブース内でじっくり協議
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　プロモーションの前後には、ボストン市内の多様な量販店等を視察し、水産物の販売形態や価格等

について情報収集した。また、漁港における水揚げや荷捌き、資源管理の考え方について確認した。

COSTCO

同
地
区
別
会
社
の
水
揚
げ

・トロール船を所有する水産会社　・地産地消を企業理念とし、他国からは購入し
ない　・フィッシャーマンファーストで地元で採れた魚介類を販売

・ニューヨーク州ロチェスター市に本拠が

あるスーパーマーケットチェーン

・ニューヨークを中心に100店舗以上展開

・食料品や惣菜のラインナップが豊富

・ハマチの販売はなく、地元の魚を販売

・日系スーパー

・高級住宅街の一角に位置

・惣菜やイートインのコーナーも充実

・解凍ブリのサクを販売

MARUICHI

・米国を中心に世界各地で展開する会

員制倉庫型スーパーマーケット

・食料品や家電製品など、大量販売によ

る低価格が特徴

・地元の水産物（MSC等認証取得）を取り

扱う

Wegman

H MART
・韓国、中国、日本の食品や生活用品を

中心に取り扱う量販店

・ニューヨークで創業し、現在では米国全

土、カナダ、英国へ進出

・アジア人を中心に人気があり、店内で

アジア圏の音楽やテレビ番組を放送

・刺身用の冷凍ハマチ、サクを販売

Red's Best
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検
討
、
協
議
を
重
ね
て
き
た
各
海

区
に
お
け
る
店
舗
の
再
編
及
び
事
務

の
統
合
に
つ
い
て
、
２
３
日
開
催
の
第

１
１
回
理
事
会
で
承
認
を
得
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
の
人
事
異

動
を
実
施
し
た
。
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

【本
店
】

▽
総
務
部

部
長
兼
香
々
地
支
店

長
兼
豊
後
高
田
・真
玉
取
次
店
事
務

取
扱
（総
務
部
長
兼
豊
後
高
田
・真

玉
取
次
店
事
務
取
扱
）山
本
幹
太
、

次
長
付
杵
築
日
出
統
合
支
店
長
兼

日
出
・別
府
支
店
長
（信
用
事
業
部

審
査
課
長
兼
日
出
・別
府
支
店
長
）

上
野
英
志
、
経
営
管
理
課
長
兼
信

用
事
業
部
審
査
課
長
兼
大
分
支
店

長
（総
務
部
経
営
管
理
課
長
兼
大
分

支
店
長
）小
西
英
俊

▽
経
済
事
業
部

部
長
（部
長
兼
中

津
支
店
長
）高
橋
正
興
、
販
売
課
杵

築
日
出
担
当
（日
出
共
販
所
業
務
担

当
）嶋
田
昌
紘
、
石
掛
裕
一
郎
、
販

売
課
杵
築
日
出
担
当
臨
時
（日
出
共

販
所
臨
時
）高
松
遼
河
、
お
さ
か
な

ラ
ン
ド
わ
さ
だ
店
副
店
長
（正
職
員

登
用
）亀
井
正
裕
、
お
さ
か
な
ラ
ン

ド
明
野
店
臨
時
（お
さ
か
な
ラ
ン
ド

Ｏ
Ｐ
Ａ
店
副
店
長
臨
時
）甲
斐
康
史

【中
津
支
店
】

支
店
長
（香
々
地
支
店
長
）江
口
邦

生【宇
佐
支
店
】

業
務
部
長
（日
出
共
販
所
長
）本
田

秀
和
、
業
務
課
主
任
（中
津
支
店
購

買
・利
用
主
任
）板
井
和
美
、
総
務

課
専
門
員
（長
洲
工
場
長
）鳴
海
福

寿
、
製
氷
・保
管
・冷
販
課
主
任
（長

洲
工
場
主
任
）田
中
一
彦
、
総
務
課

主
任
（長
洲
工
場
主
任
）吉
松
あ
か

ね
、
製
氷
・保
管
・冷
販
課
（長
洲
工

場
総
務
担
当
）矢
野
奈
津
李
、
製

氷
・保
管
・冷
販
課
臨
時
（長
洲
工
場

製
氷
・保
管
・冷
販
課
臨
時
）友
松
裕

享【香
々
地
支
店
】

購
買
・販
売
・会
計
担
当
（正
職
員
登

用
）隈
井
沙
織

【姫
島
支
店
】

総
務
担
当
嘱
託
（総
務
担
当
専
門

員
）谷
勇

【国
東
市
統
合
支
店
】

統
合
支
店
長
兼
く
に
さ
き
・国
見
支

店
長
（国
見
支
店
長
代
理
）井
上
泰

広
、
統
合
支
店
長
代
理
兼
武
蔵
・安

岐
支
店
長
嘱
託
（武
蔵
支
店
長
兼
安

岐
支
店
長
嘱
託
）花
岡
敏
夫

【国
見
支
店
】

総
務
課
長
（販
売
課
長
）伊
藤
淳

二
、
販
売
担
当
（く
に
さ
き
支
店
営

業
店
担
当
）寺
川
貴
史

【く
に
さ
き
支
店
】

信
用
担
当
係
長
（武
蔵
支
店
販
売
・

購
買
担
当
係
長
）本
島
伸
一
、
購

買
・会
計
担
当
（信
用
・共
済
担
当
）

吉
本
麻
由
子
、
販
売
・営
業
店
担
当

２
月
24
日

4.1

人
事
異
動

１
６
日
の
臨
時
総
会
（▽
１
面
）に

先
立
ち
、
２
月
２
４
日
に
第
１
０
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。

新
た
な
「水
産
物
加
工
処
理
施

設
」に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
３
０
日

開
催
の
４
年
度
通
常
総
会
に
お
い
て

建
設
に
向
け
た
実
施
設
計
が
承
認

さ
れ
、
本
年
度
は
調
査
、
設
計
、
積

算
等
の
作
業
を
進
め
実
施
設
計
書

を
作
成
。
行
政
庁
へ
の
計
画
説
明
と

予
算
要
望
を
行
っ
た
結
果
、
５
年
度

に
お
け
る
本
工
事
の
実
施
が
確
実
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
第
２
２
事
業
年

度
事
業
計
画
で
当
該
固
定
資
産
を

取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
受

け
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
長
い
工
期
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
年
度
内
に
竣
工
さ

せ
る
た
め
に
は
６
月
末
と
想
定
さ
れ

る
通
常
総
会
の
前
に
事
業
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
組
合
員
の
承

認
を
求
め
る
臨
時
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
た
。

協
議
・報
告
事
項
で
は
、
「支
店
・

取
次
店
・工
場
等
の
再
編
に
向
け
た

取
組
方
針
」の
進
捗
状
況
、
「漁
港
を

利
活
用
し
た
海
藻
バ
ン
ク
に
よ
る
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
こ

で
、
稟
議
等
の
手
順
を
踏
ま
ず
に
地

区
運
営
委
員
長
が
市
や
大
学
と
協

定
を
結
ん
だ
事
案
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

１
６
日
、
臨
時
総
会
終
了
後
に
第

１
１
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

第
６
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
「支

店
・取
次
店
・工
場
等
の
再
編
に
向

け
た
取
組
方
針
」に
沿
っ
て
、
各
海
区

で
店
舗
再
編
及
び
事
務
統
合
に
向

け
た
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
４
月
１
日
付

け
で
職
制
規
程
第
１
５
条
に
基
づ
く

機
構
図
の
改
定
を
行
う
こ
と
に
決
し

た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
豊
前
海
区
（宇
佐
支
店
・長
洲
工

場
）の
統
合
に
伴
う
長
洲
工
場
の
削

除②
東
国
東
海
区
（国
東
市
内
４
支

店
）を
管
轄
す
る
【国
東
市
統
合
支

店
】の
設
置

③
別
府
湾
海
区
（杵
築
支
店
・日
出

支
店
・日
出
共
販
所
）を
管
轄
す
る

【杵
築
日
出
地
区
統
合
支
店
】の
設

置
及
び
日
出
共
販
所
の
削
除

④
県
南
海
区
（旧
蒲
江
町
内
４
支

店
）を
管
轄
す
る
【蒲
江
地
区
統
合

支
店
】の
設
置
等

第
11
回
理
事
会

３
月
23
日

第
10
回
理
事
会

（国
見
支
店
販
売
担
当
）本
田
貴
士

【武
蔵
支
店
】

購
買
・販
売
・指
導
担
当
（く
に
さ
き

支
店
購
買
・販
売
担
当
）大
島
義
明

【安
岐
支
店
】

購
買
・販
売
・会
計
担
当
（正
職
員
登

用
）門
岡
恵

【佐
賀
関
支
店
】

販
売
課
（正
職
員
登
用
）計
野
郁

生
、
三
宮
一
郎
、
藤
澤
智
也

【臼
杵
支
店
】

総
務
課
長
（総
務
課
係
長
）廣
戸
聡

【鶴
見
支
店
】

支
店
長
代
理
（信
用
融
資
課
長
）磯

部
幸
二
、
購
買
課
相
談
員
（購
買
課

長
兼
製
氷
課
長
）早
瀬
一
泰
、
購
買

課
（正
職
員
登
用
）末
永
洋
一
、
販

売
課
嘱
託
（販
売
課
相
談
員
）田
島

敏
明
、
製
氷
課
嘱
託
（製
氷
課
相
談

員
）渡
邉
清
和

【米
水
津
支
店
】

信
用
担
当
（正
職
員
登
用
）川
野
晴

香【蒲
江
地
区
統
合
支
店
】

統
合
支
店
長
兼
蒲
江
支
店
長
（蒲
江

支
店
長
）山
本
君
和
、
統
合
支
店
長

代
理
兼
上
入
津
・下
入
津
支
店
長

（上
入
津
支
店
長
）小
野
崇
樹

【蒲
江
支
店
】

支
店
長
代
理
（総
務
課
長
）甲
斐
昌

彦【水
産
物
加
工
処
理
施
設
】

業
務
１
課
（正
職
員
登
用
）成
松
聡
、

業
務
２
課
嘱
託
（業
務
２
課
相
談

員
）庭
瀬
善
生

固
定
資
産
の
取
得
を
承
認

臨
時
総
会
の
招
集
を
決
定

店
舗
再
編
に
伴
う

職
制
規
定
の
機
構
を
改
定
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　ボストン出張には、ご当地の紀行が掲載された村上春

樹さんの文庫本を持参した。「新鮮な魚貝料理、とくに貝

類はお勧めだ。クマモトオイスターとチェリーストーンを推

奨する」とし、「大皿にたっぷり注文し、白ワインでいただき

たい」と挑発する。

　そこで、シーフードショーの会場を探したところ、いずれ

も大々的にセールスされているのを発見。クマモトオイス

ターは「ひがた美人」をひと回り小さくした生食用牡蠣で、

チェリーストーンはハマグリ様の二枚貝だった。

　これはボストンの「かき小屋」で試さねば、とメンバー7人

は吹雪の中「海王星牡蠣店 NEPTUNE OYSTER」へ。

通りに面したガラス窓に向け「殻むき」が実演され、氷を

敷き詰めた大皿に次々と貝が並ぶ。

　うまい！確かに辛口の白ワインとの相性も抜群だ。ただ

し、とても高いのである。クマモトは３.９５ドル、チェリース

トーンは２.７ドル。１３６円で換算したら「ひがた美人」より小

さなクマモトは１粒５３７円。店員さんおすすめのワインは７

０数ドル。控えめにいただいても２本は空くので、帰国後の

カード決済が気にかかる。

　海王星の名誉のために記すが、ここがボッタクリなので

はない。どこで何を食べても、日本の感覚の３倍は覚悟し

たほうがいい。昼の軽食３千円、夜は諭吉１枚は常識なの

である。

県
漁
協
に
勤
め
て
初
と
な
る
海
外

出
張
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
県
外
に
も
行
け
な
か
っ
た
時
期

を
思
う
と
隔
世
の
感
が
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
だ
れ
も
マ
ス
ク
は
せ
ず
、
夕

食
会
場
は
ど
こ
も
大
賑
わ
い
だ
。

入
国
日
の
時
差
は
１
４
時
間
あ
っ

た
が
、
１
２
日
か
ら
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に

な
り
１
３
時
間
に
変
わ
る
。
い
よ
い
よ

解
り
に
く
い
上
に
、
外
は
吹
雪
。
な

ん
で
夏
時
間
な
ん
だ
？
と
考
え
て
い

る
う
ち
に
寝
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
手
応

え
が
あ
っ
た
。
成
果
を
記
事
に
で
き

る
日
が
待
ち
遠
し
い
。

編
集
後
記

（9）

ウ オ
メ シ
番外編

ウ オ
メ シ
番外編


